
本山リハビリテーション病院
リハビリテーション科 明倫ヘルスケアグループ

Motoyama
Rehabilitation

Hospital
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リハビリテーション科は、

理学療法士（ＰＴ）44名、

作業療法士（ＯＴ）28名、

言語聴覚士（ＳＴ）15名 

計87名（2024年4月現在）の職員が

回復期病棟、障害者・一般病棟へ専属配置され

1日も早い在宅復帰、社会復帰を目指し

365日リハビリを行っております。

リハビリテーション科

概要
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特徴
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• 5階に設けたリハビリホールは日差しで明るく、

• 開放的な作りになっております。

• 各病棟にもリハビリが行える多目的室を設け、

• 当院でのリハビリテーションのゴールに合わせた

• 環境でのリハビリテーションが可能となっています。
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全室個室により
自宅環境に近い環境で
ADLの向上を目指す

日常生活動作のどの場面においても

個別性に応じた関わりが可能となります。
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リハビリテーションに関わる実績
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2023年度FIM改善率

回復期病棟
改善点26.27点
改善率40.25％

障害者
一般病棟

改善点10.06点
改善率15.82％

49.7

91.7％

退院後生活を見据えたリハビリテーションの実施により高い実績を維持しています。
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資格
• 認定理学療法士

• 認定作業療法士

• 認知症臨床作業療法士

・認定言語聴覚士

• 3学会合同呼吸療法認定士

• 回復期セラピストマネージャー

• 認定園芸療法士

• 福祉用具プランナー

• 国際PNFベーシック

• 国際PNFアドバンス

・JIMTEF災害医療研修

アドバンス修了

• 福祉住環境
コーディネーター

• 認知症ケア専門士

• 地域包括推進リーダー

• 介護予防推進リーダー

• フレイル対策推進マネージャー

• LSVT-BIG

• LSVT-LOUD

• AMPS

・アクティビティーインストラクター

・MTPSSE 修了

• 介護口腔ケア推進士

• 車椅子安全整備士

• 介護食コーディネーター

• 健康咀嚼指導士

• 臨床実習指導者講演会修
了者

• 認知症ライフパートナー

• 福祉用具プランナー

• 地域リハ塾 受講修了

• ディサースリア認定セラピスト

・JRAT Dスタッフ
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資格取得を応援する補助制度もあり、なりたいセラピストに向けて自己研鑚に
励むことができる環境です。
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義肢装具士との連携

装具や義足の作成を業者特性に応じて依頼し

患者様に合ったものを繰り返しフィッティングして作成
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当院で採型を行い、
完成まで何度も義肢装具士と話合いながら
長く使える装具の完成を目指します。
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設備
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当院が所有するリハビリテーションを助ける機器を

紹介します。
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HAL（下肢）
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HAL（腰部）
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歩行分析装置
（ORPHE ANALYTICS MEDICAL）
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IVES
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嚥下造影検査 VF

言語聴覚士が主体となって

誤嚥の有無、姿勢の調整、食形態の選定を実施
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いかに経口摂取を維持するか、
非経口から経口に移行するためには

どうすれば良いか医師と話合いながら
実施しています。
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Gentle Stim

Vital Stim

嚥下障害の特徴に応じて
機器を選定し、嚥下機能の向上を促します。
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TMS
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関連施設との連携

ZOOMを用いて情報共有を行い、

入所直後からの生活しやすさをサポートします
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本山おしゃべりCafé

失語症者の退院後を
支える取り組み

失語症者に対する社会参加支援を

月に1回実施しております。
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教育制度

個々の成長に合わせたお互いのスキルアップを

目指す手厚い仕組みを目指しています
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職員（トレーニー）１人に対し、１人ずつ先輩職員（トレーナー）を
配置する、On the Job Training（OJT)が主体

OJTは新人職員などに必要な新しい知識やスキルを、
育成担当の先輩職員が職場での実務を通じて指導する
事で、その業務に必要な知識や経験を養ってく方法をとっています。
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キャリアアップ指標

本山リハビリテーション病院ver.
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各経験年数ごとに到達すべき目標を示し、自己を振り返れる指標を作成しています。
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OSCE
コミュニケーションスキルを重要視した基礎的試験
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臨床推論

臨床能力の向上のためのスキルアップ研修
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勉強会

チームに分かれて様々なテーマでスキルアップ

お互いに高めあう機会となっています
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リハビリテーション科

に対する声

【利用者様からの声】

チームワークが良い

個々に応じたリハビリが楽しい

気さくな方が多く緊張せずリハビリできた

明るく、人を元気にしてくれる

【在職者からの声】

職場はとてもアットホームで、中途スタッフである私に
対しても手厚くサポートしてくださる、あたたかな雰囲
気の中すんなり馴染むことができました。理学療法士と
いうと男性が多いイメージがあるかもしれませんが、私
が勤めている本山リハビリテーション病院では女性がと
ても多いので女性にとっても働きやすい環境だと思いま
す。
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